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１１１１ 実施目的実施目的実施目的実施目的 児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握児童生徒の学力維持向上及び学習状況の把握

２２２２ 実施学年実施学年実施学年実施学年 小学校６年生小学校６年生小学校６年生小学校６年生、、、、中学校３年生中学校３年生中学校３年生中学校３年生

３３３３ 実施教科実施教科実施教科実施教科 国語国語国語国語、、、、算数算数算数算数・・・・数学数学数学数学、、、、理科理科理科理科

４４４４ 調査内容調査内容調査内容調査内容 ①①①①教科に関する調査教科に関する調査教科に関する調査教科に関する調査（（（（国語国語国語国語、、、、算数算数算数算数・・・・数学数学数学数学、、、、理科理科理科理科））））

Ａ：Ａ：Ａ：Ａ：「「「「知識知識知識知識」」」」など基礎学力に関する問題など基礎学力に関する問題など基礎学力に関する問題など基礎学力に関する問題

Ｂ：思考力などＢ：思考力などＢ：思考力などＢ：思考力など「「「「活用活用活用活用」」」」に関する問題に関する問題に関する問題に関する問題

②②②②生活習慣や学習環境に関する質問紙調査生活習慣や学習環境に関する質問紙調査生活習慣や学習環境に関する質問紙調査生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

・・・・児童生徒に対する調査児童生徒に対する調査児童生徒に対する調査児童生徒に対する調査

・・・・学校に対する調査学校に対する調査学校に対する調査学校に対する調査

５５５５ 実施期日実施期日実施期日実施期日 平成２７年４月２１日平成２７年４月２１日平成２７年４月２１日平成２７年４月２１日（（（（火火火火））））

６６６６ 調査方式調査方式調査方式調査方式 悉皆調査悉皆調査悉皆調査悉皆調査

７７７７ 調査対象調査対象調査対象調査対象 全国全国全国全国（（（（国公私立小学校国公私立小学校国公私立小学校国公私立小学校））））20202020,,,,327327327327校校校校（（（（実施率実施率実施率実施率 99999999....3333％％％％････････････1111,,,,074074074074,,,,707707707707人人人人））））

秋田県公立小学校秋田県公立小学校秋田県公立小学校秋田県公立小学校 213213213213校校校校（（（（実施率実施率実施率実施率100100100100 ％％％％････････････････････････････････････7777,,,,669669669669人人人人））））

全国（国公私立中学校）全国（国公私立中学校）全国（国公私立中学校）全国（国公私立中学校）10,56810,56810,56810,568校（実施率校（実施率校（実施率校（実施率 95.895.895.895.8％％％％････････････1,056,9211,056,9211,056,9211,056,921人）人）人）人）

秋田県公立中学校秋田県公立中学校秋田県公立中学校秋田県公立中学校 118118118118校（実施率校（実施率校（実施率校（実施率100  100  100  100  ％％％％････････････････････････････････ 8,1668,1668,1668,166人）人）人）人）

Ⅰ 実施の状況
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1   概要概要概要概要

Ⅱ 教科に関する調査結果

【【【【資料１資料１資料１資料１】】】】 教科別・領域別平均正答率の状況教科別・領域別平均正答率の状況教科別・領域別平均正答率の状況教科別・領域別平均正答率の状況

○○○○小学校算数Ａ以外が全国小学校算数Ａ以外が全国小学校算数Ａ以外が全国小学校算数Ａ以外が全国及び本県の平均正答率を上回っており、良好な状況にある及び本県の平均正答率を上回っており、良好な状況にある及び本県の平均正答率を上回っており、良好な状況にある及び本県の平均正答率を上回っており、良好な状況にある。（算数Ａは本県平均正答率とほぼ同程度）。（算数Ａは本県平均正答率とほぼ同程度）。（算数Ａは本県平均正答率とほぼ同程度）。（算数Ａは本県平均正答率とほぼ同程度）

○○○○小・中学校共に活用小・中学校共に活用小・中学校共に活用小・中学校共に活用に関わるＢ問題において、全国及び本県の正答率を上回っていることから、各学校における組織的な研究体制に関わるＢ問題において、全国及び本県の正答率を上回っていることから、各学校における組織的な研究体制に関わるＢ問題において、全国及び本県の正答率を上回っていることから、各学校における組織的な研究体制に関わるＢ問題において、全国及び本県の正答率を上回っていることから、各学校における組織的な研究体制

のもと、小・中連携による９年間を見通した指導により、児童生徒の主体的な学習が進められ、思考力、判断力、表現力等が育成のもと、小・中連携による９年間を見通した指導により、児童生徒の主体的な学習が進められ、思考力、判断力、表現力等が育成のもと、小・中連携による９年間を見通した指導により、児童生徒の主体的な学習が進められ、思考力、判断力、表現力等が育成のもと、小・中連携による９年間を見通した指導により、児童生徒の主体的な学習が進められ、思考力、判断力、表現力等が育成

されてきた成果であると捉えているされてきた成果であると捉えているされてきた成果であると捉えているされてきた成果であると捉えている。。。。

2   結果結果結果結果
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１１１１ 傾向傾向傾向傾向 ◎学力向上の基盤となる基本的な学習習慣が定着し、児童生徒は最後まで問題に粘り強く取り組んでいる。

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

小学校小学校小学校小学校

中学校中学校中学校中学校

【【【【資料２資料２資料２資料２】】】】 記述式問題記述式問題記述式問題記述式問題 平均正答率・無解答率の状況平均正答率・無解答率の状況平均正答率・無解答率の状況平均正答率・無解答率の状況

○○○○小学校算数・理科以外の記述式小学校算数・理科以外の記述式小学校算数・理科以外の記述式小学校算数・理科以外の記述式問題問題問題問題で平均で平均で平均で平均正答率が高く、全国や本県を上回っている。また正答率が高く、全国や本県を上回っている。また正答率が高く、全国や本県を上回っている。また正答率が高く、全国や本県を上回っている。また、記述式問題の無回答率については、、記述式問題の無回答率については、、記述式問題の無回答率については、、記述式問題の無回答率については、

全国や本県よりも概ね良好な状況が維持されているが、小学校算数は課題がある。全国や本県よりも概ね良好な状況が維持されているが、小学校算数は課題がある。全国や本県よりも概ね良好な状況が維持されているが、小学校算数は課題がある。全国や本県よりも概ね良好な状況が維持されているが、小学校算数は課題がある。

○○○○正答数の分布から、学力調査結果がよくなかった児童生徒の割合が相対的に正答数の分布から、学力調査結果がよくなかった児童生徒の割合が相対的に正答数の分布から、学力調査結果がよくなかった児童生徒の割合が相対的に正答数の分布から、学力調査結果がよくなかった児童生徒の割合が相対的に少ない状況は維持されている。（Ｐ．少ない状況は維持されている。（Ｐ．少ない状況は維持されている。（Ｐ．少ない状況は維持されている。（Ｐ．22222222～～～～23232323参照）参照）参照）参照）
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２２２２ 要因要因要因要因
○各学校では 基本的な学習習慣の確立と、失敗が受容される温かな人間関係づくりが進められている。

○授業の中で、考えや意見を書いたり、発表したりするなどの機会と場を積極的に取り入れている。

○復習を中心とした家庭学習の充実と継続が図られ、学校では基礎テストや放課後・長期休業等を活用した補充的学習を実施し

ている。

○学校の授業では、ティームティーチングや少人数指導など、児童生徒の実態に応じた指導形態の工夫が効果的に行われている。

③③③③ 児童生徒に活用する力を育成する授業改善が進められている。児童生徒に活用する力を育成する授業改善が進められている。児童生徒に活用する力を育成する授業改善が進められている。児童生徒に活用する力を育成する授業改善が進められている。

○考えを発表する機会や話し合う活動を取り入れた児童生徒主体の授業や、目的に応じて文章を読んだり、根拠をもとに説明し

たりするなど、思考力、判断力、表現力等の育成につながる授業が積極的に進められている。

○文部科学省・国立教育政策研究所等の研究指定校事業や県の少人数学習推進事業、教育専門監制度、学力向上推進班の単元評

価問題など、国や県の施策を本市の学校は積極的に活用している。

○学校支援地域本部事業などを中心に、地域の人材やボランティア等との連携を推進している。

○各校のＰＴＡ及び市ＰＴＡ連合会等を通じて、学力向上・基本的生活習慣の確立に向けた取組について保護者の理解・啓発を

図っている。

○市独自の施策を推進している。

・心ふれあうさわやか大仙事業「中（小）学生サミット」（あいさつ運動、環境問題、被災地支援・交流、いじめ撲滅等）の

実施、体験的学習の時間支援事業の実施、学校生活支援員、日本語指導支援員等の配置

・学力向上推進委員会による学力調査結果分析、改善の視点提示、フォローアップシート作成

・市教職員研究集会、職務別等研修会の開催

・学校訪問の実施（教育委員等訪問、教育長等訪問、指導主事訪問 など）

・秋田大学、国際教養大学、県立高等学校等との交流・連携

①①①① 児童生徒が学習に集中し児童生徒が学習に集中し児童生徒が学習に集中し児童生徒が学習に集中し、、、、落ち着いてじっくり考えることができる環境が構築されている落ち着いてじっくり考えることができる環境が構築されている落ち着いてじっくり考えることができる環境が構築されている落ち着いてじっくり考えることができる環境が構築されている。。。。

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

②②②② 児童生徒に基礎的・基本的な事項の習得が図られている。児童生徒に基礎的・基本的な事項の習得が図られている。児童生徒に基礎的・基本的な事項の習得が図られている。児童生徒に基礎的・基本的な事項の習得が図られている。

⑤⑤⑤⑤ 県や市が各学校の取組を支援する施策を推進している。県や市が各学校の取組を支援する施策を推進している。県や市が各学校の取組を支援する施策を推進している。県や市が各学校の取組を支援する施策を推進している。

④④④④ 各教科において創意工夫を生かした特色ある教育活動が展開されている。各教科において創意工夫を生かした特色ある教育活動が展開されている。各教科において創意工夫を生かした特色ある教育活動が展開されている。各教科において創意工夫を生かした特色ある教育活動が展開されている。

○小学校における一部教科担任制の活用や小・中連携による９年間を見通した指導、幼保・小・中・高・大等との異校種間の連

携・交流などにより、学習活動が充実し、学びの円滑な接続が図られている。

○教育専門監の活用による魅力ある授業、地域人材等の活用による専門的な学習活動が行われている。



①①①①「知識」に関するＡ問題については「知識」に関するＡ問題については「知識」に関するＡ問題については「知識」に関するＡ問題については、全国や県の結果に比べて概ね良好であるが、小学校算数の「数量や図形につ、全国や県の結果に比べて概ね良好であるが、小学校算数の「数量や図形につ、全国や県の結果に比べて概ね良好であるが、小学校算数の「数量や図形につ、全国や県の結果に比べて概ね良好であるが、小学校算数の「数量や図形につ
いての知識・理解」、中学校国語の「言語についての知識・理解・技能」、中学校数学の「数量や図形についてのいての知識・理解」、中学校国語の「言語についての知識・理解・技能」、中学校数学の「数量や図形についてのいての知識・理解」、中学校国語の「言語についての知識・理解・技能」、中学校数学の「数量や図形についてのいての知識・理解」、中学校国語の「言語についての知識・理解・技能」、中学校数学の「数量や図形についての
知識・理解」・「数学的技能」において、全国及び県の平均正答率を下回る問題があり、基礎的・基本的な内容の知識・理解」・「数学的技能」において、全国及び県の平均正答率を下回る問題があり、基礎的・基本的な内容の知識・理解」・「数学的技能」において、全国及び県の平均正答率を下回る問題があり、基礎的・基本的な内容の知識・理解」・「数学的技能」において、全国及び県の平均正答率を下回る問題があり、基礎的・基本的な内容の
習得の徹底を図る必要がある。習得の徹底を図る必要がある。習得の徹底を図る必要がある。習得の徹底を図る必要がある。

３３３３ 課題課題課題課題

＝国語の課題と改善に＝国語の課題と改善に＝国語の課題と改善に＝国語の課題と改善に向けて向けて向けて向けて（（（（中学校中学校中学校中学校））））＝＝＝＝
■■■■ＨＨＨＨ２７年度２７年度２７年度２７年度の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題

・伝えたい事実や事柄について、根拠を明確にして書くことについて依然として課題
がある。

・目的に応じて文章や資料から必要な情報を取り出し、それらを基にして自分の考
えをまとめることについて、依然として課題がある。

・根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くことについて、依然として課題がある。
□□□□指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント

・相手や目的、状況に応じて話す指導の工夫
・伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書く指導の工夫
・多様な情報に触れながら、自分の考えをもつ指導の工夫
・言葉への関心を高め、言語感覚を豊かにする指導の工夫

Ⅲ 教科に関する調査結果の考察

課題が見られた問題例（国語）課題が見られた問題例（国語）課題が見られた問題例（国語）課題が見られた問題例（国語）

【【【【小学校国語小学校国語小学校国語小学校国語Ａ５二Ａ５二Ａ５二Ａ５二】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 19.8%  19.8%  19.8%  19.8%  
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 24.5%   24.5%   24.5%   24.5%   

○○○○コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く。コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く。コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く。コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く。
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【【【【中学校国語中学校国語中学校国語中学校国語Ａ９三オＡ９三オＡ９三オＡ９三オ】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 49.0%49.0%49.0%49.0%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 49.0%49.0%49.0%49.0%

○○○○適切な語句を選択する。適切な語句を選択する。適切な語句を選択する。適切な語句を選択する。

＝国語の課題と改善に＝国語の課題と改善に＝国語の課題と改善に＝国語の課題と改善に向けて向けて向けて向けて（（（（小学校小学校小学校小学校））））＝＝＝＝
■■■■ＨＨＨＨ２７年度２７年度２７年度２７年度の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題

・新聞のコラムを読んで、筆者の意図や思考を想定しながら文章全体の構成や表現
の工夫を捉えることについて、依然として課題がある。

・登場人物の相互関係を捉えることについて、依然として課題がある。
□□□□指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント

・目的や意図に応じて聞き方を工夫する指導の充実
・目的や意図に応じて、取材した複数の内容を整理して記事を書く指導の充実
・目的に応じて、適切に引用する指導の充実
・主語と述語、修飾と被修飾との関係に注意し、文の構成を理解する指導の充実

【【【【中学校中学校中学校中学校国語Ｂ２三国語Ｂ２三国語Ｂ２三国語Ｂ２三】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 23.0%23.0%23.0%23.0%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 28.6%28.6%28.6%28.6%

○○○○複数の資料から適切な情報を得て、自分の考え複数の資料から適切な情報を得て、自分の考え複数の資料から適切な情報を得て、自分の考え複数の資料から適切な情報を得て、自分の考え
を具体的に書く。を具体的に書く。を具体的に書く。を具体的に書く。

③理科においては、小学校の「観察・実験の技能」、中学校の「科学的な思考・表現」において、全国③理科においては、小学校の「観察・実験の技能」、中学校の「科学的な思考・表現」において、全国③理科においては、小学校の「観察・実験の技能」、中学校の「科学的な思考・表現」において、全国③理科においては、小学校の「観察・実験の技能」、中学校の「科学的な思考・表現」において、全国及び県の平均正及び県の平均正及び県の平均正及び県の平均正
答率を下回る問題が答率を下回る問題が答率を下回る問題が答率を下回る問題があり、日常あり、日常あり、日常あり、日常生活や社会の特定場面において、理科で学習した知識・技能を活用できる生活や社会の特定場面において、理科で学習した知識・技能を活用できる生活や社会の特定場面において、理科で学習した知識・技能を活用できる生活や社会の特定場面において、理科で学習した知識・技能を活用できるような一層ような一層ような一層ような一層
の授業改善が求められる。の授業改善が求められる。の授業改善が求められる。の授業改善が求められる。

が、小学校算数の「数学的な考え方」、が、小学校算数の「数学的な考え方」、が、小学校算数の「数学的な考え方」、が、小学校算数の「数学的な考え方」、②②②②「活用」に関するＢ問題については「活用」に関するＢ問題については「活用」に関するＢ問題については「活用」に関するＢ問題については、全国、全国、全国、全国や県の結果にや県の結果にや県の結果にや県の結果に比べて概ね良好比べて概ね良好比べて概ね良好比べて概ね良好であるであるであるであるが、小学校算数の「数学的な考え方」、が、小学校算数の「数学的な考え方」、が、小学校算数の「数学的な考え方」、が、小学校算数の「数学的な考え方」、
中学校数学「数学的な考え方」において、中学校数学「数学的な考え方」において、中学校数学「数学的な考え方」において、中学校数学「数学的な考え方」において、全国及び県の平均正答率を下回る問題が全国及び県の平均正答率を下回る問題が全国及び県の平均正答率を下回る問題が全国及び県の平均正答率を下回る問題があり、基礎的・基本的な知識・技あり、基礎的・基本的な知識・技あり、基礎的・基本的な知識・技あり、基礎的・基本的な知識・技
能の活用を目的とした一層の授業改善が求められる。能の活用を目的とした一層の授業改善が求められる。能の活用を目的とした一層の授業改善が求められる。能の活用を目的とした一層の授業改善が求められる。



Ⅲ 教科に関する調査結果の考察
課題が見られた問題例（算数・数学）課題が見られた問題例（算数・数学）課題が見られた問題例（算数・数学）課題が見られた問題例（算数・数学）
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【【【【中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学Ｂ６（１）Ｂ６（１）Ｂ６（１）Ｂ６（１）】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 46.5%46.5%46.5%46.5%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 44.3%44.3%44.3%44.3%

○○○○与えられた式を基に、事象における与えられた式を基に、事象における与えられた式を基に、事象における与えられた式を基に、事象における
２つの数量の関係が比例であること２つの数量の関係が比例であること２つの数量の関係が比例であること２つの数量の関係が比例であること
を判断できる。を判断できる。を判断できる。を判断できる。

＝算数の＝算数の＝算数の＝算数の課題と改善に課題と改善に課題と改善に課題と改善に向けて向けて向けて向けて（（（（小学校小学校小学校小学校））））＝＝＝＝
■■■■ＨＨＨＨ２７年度２７年度２７年度２７年度の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題

・基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えることについて、依然として課題がある。
・事柄が成り立つことを図形の性質に関連付けることについて、依然として課題がある。

□□□□指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント
・目的に応じて概数や概算を活用し、結果の解釈と判断の根拠を数学的に表現する
指導の充実

・単位量当たりの大きさを活用して、合理的に判断し、能率的に処理する活動の充実
・日常生活の事象を、図形の約束や性質と関連付けて考える活動の充実
・割合の考え方を活用して、合理的に判断する活動の充実

＝数学の＝数学の＝数学の＝数学の課題と改善に課題と改善に課題と改善に課題と改善に向けて向けて向けて向けて（（（（中学校中学校中学校中学校））））＝＝＝＝
■■■■ＨＨＨＨ２７年度２７年度２７年度２７年度の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題の調査結果に基づく主な課題

・空間における直線と平面の垂直についての理解、証明の必要性と意味の理解に課題が
ある。

・記述式問題のうち、数学的な表現を用いた理由の説明、図形の性質を用いた方法の説
明に課題がある。

□□□□指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント
・事柄や数量の関係を捉え、その関係を文字式に表す活動の充実
・図形の性質に着目し、数学的な表現を用いて問題解決の方法を説明する活動の充実
・数学的な解釈に基づいて、事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実
・資料の傾向を的確に捉え、数学的な表現を用いて判断の理由を説明する活動の充実

【【【【中学校数学Ａ２（２）中学校数学Ａ２（２）中学校数学Ａ２（２）中学校数学Ａ２（２）】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 22.2%22.2%22.2%22.2%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 23.5%23.5%23.5%23.5%

○○○○数量の関係を文字式に表すことがで数量の関係を文字式に表すことがで数量の関係を文字式に表すことがで数量の関係を文字式に表すことがで
きる。きる。きる。きる。

【【【【小学校算数Ｂ５（１）小学校算数Ｂ５（１）小学校算数Ｂ５（１）小学校算数Ｂ５（１）】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 12.5%12.5%12.5%12.5%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 15.8%15.8%15.8%15.8%

○○○○長方形の面積を２等分する考えを基長方形の面積を２等分する考えを基長方形の面積を２等分する考えを基長方形の面積を２等分する考えを基
に、分割された図形の面積が等しくに、分割された図形の面積が等しくに、分割された図形の面積が等しくに、分割された図形の面積が等しく
なる理由を記述できる。なる理由を記述できる。なる理由を記述できる。なる理由を記述できる。

【【【【小学校算数Ａ５（２）小学校算数Ａ５（２）小学校算数Ａ５（２）小学校算数Ａ５（２）】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 64.5%64.5%64.5%64.5%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 68.8%68.8%68.8%68.8%

○○○○円の性質から三角形の等辺を捉え、円の性質から三角形の等辺を捉え、円の性質から三角形の等辺を捉え、円の性質から三角形の等辺を捉え、
二等辺三角形の性質から底角の大き二等辺三角形の性質から底角の大き二等辺三角形の性質から底角の大き二等辺三角形の性質から底角の大き
さをさをさをさを求めることができる。求めることができる。求めることができる。求めることができる。



Ⅲ 教科に関する調査結果の考察
課題が見られた問題例課題が見られた問題例課題が見られた問題例課題が見られた問題例（理科）（理科）（理科）（理科）
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【【【【小学校理科４（１）小学校理科４（１）小学校理科４（１）小学校理科４（１）】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 41.141.141.141.1%%%%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 46.2%46.2%46.2%46.2%

○○○○方位を判断するために、観察した事方位を判断するために、観察した事方位を判断するために、観察した事方位を判断するために、観察した事
実と関連付けながら情報を考察して実と関連付けながら情報を考察して実と関連付けながら情報を考察して実と関連付けながら情報を考察して
分析できる。分析できる。分析できる。分析できる。

【【【【小学校理科４（小学校理科４（小学校理科４（小学校理科４（３３３３））））】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 55.3%55.3%55.3%55.3%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 54.3%54.3%54.3%54.3%

○○○○星座の動きを捉えるための適切な記星座の動きを捉えるための適切な記星座の動きを捉えるための適切な記星座の動きを捉えるための適切な記
録方法を身に付けている。録方法を身に付けている。録方法を身に付けている。録方法を身に付けている。 【【【【中学校理科２（３）中学校理科２（３）中学校理科２（３）中学校理科２（３）】】】】

全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 14.5%14.5%14.5%14.5%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 16.016.016.016.0%%%%

○○○○他者の考察を検討して改善し、水の他者の考察を検討して改善し、水の他者の考察を検討して改善し、水の他者の考察を検討して改善し、水の
状態変化と関連付けて、雲の成因を状態変化と関連付けて、雲の成因を状態変化と関連付けて、雲の成因を状態変化と関連付けて、雲の成因を
正しく説明することができる。正しく説明することができる。正しく説明することができる。正しく説明することができる。

【【【【中学校理科６（中学校理科６（中学校理科６（中学校理科６（２）２）２）２）】】】】
全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率全国平均正答率 29.9%29.9%29.9%29.9%
県平均正答率県平均正答率県平均正答率県平均正答率 33.7%33.7%33.7%33.7%

○○○○音の高さは、空気の部分の長さに関音の高さは、空気の部分の長さに関音の高さは、空気の部分の長さに関音の高さは、空気の部分の長さに関
係していることを確かめる実験を計係していることを確かめる実験を計係していることを確かめる実験を計係していることを確かめる実験を計
画することができる。画することができる。画することができる。画することができる。

＝理科の課題と改善に向けて＝理科の課題と改善に向けて＝理科の課題と改善に向けて＝理科の課題と改善に向けて（（（（小学校小学校小学校小学校））））＝＝＝＝
■■■■Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題

・観察、実験の器具について、適切な操作技能に関する知識の定着に依然として課題がある。
・観察、実験の結果を整理し考察することについて、考察した内容を記述することについて課題がある。
・予想が一致した場合に得られる結果を見通して実験を構想したり、実験結果を基に自分の考えを改善

したりすることに課題がある。
□□□□指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント

・変化とその要因とを関連付けて考える活動の充実
・事実と解釈したことを示して判断の根拠や理由を説明する指導の充実
・学習を通して獲得した知識を実際の自然や日常生活に当てはめて考える活動の充実
・方位を捉えながら月や星を観察する指導の充実

＝理科の課題と改善に向けて＝理科の課題と改善に向けて＝理科の課題と改善に向けて＝理科の課題と改善に向けて（（（（中学校中学校中学校中学校））））＝＝＝＝
■■■■Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題Ｈ２７年度の調査結果に基づく主な課題

・実験の結果を数値で表した表を分析して解釈し、規則性を見いだすことに課題がある。
・「課題に正対した考察をする」ことに課題があり、指導の充実が求められる。

□□□□指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント指導改善の主なポイント
・日常生活や社会の特定場面における理科で学習した知識・技能の積極的な活用
・観察・実験の結果を分析して解釈できるようにするための指導の充実
・予想や仮説を設定し、検証する実験を計画できるようにするための指導の充実
・自らの考えや他者の考えを、検討して改善できるようにするための指導の充実



１１１１ 概要概要概要概要

○○○○小・中学生共に、ほとんどの項目で全国や本県の平均を上回っており、児童生徒は概ね望ましい生活環境の中で、基本的生活習慣及小・中学生共に、ほとんどの項目で全国や本県の平均を上回っており、児童生徒は概ね望ましい生活環境の中で、基本的生活習慣及小・中学生共に、ほとんどの項目で全国や本県の平均を上回っており、児童生徒は概ね望ましい生活環境の中で、基本的生活習慣及小・中学生共に、ほとんどの項目で全国や本県の平均を上回っており、児童生徒は概ね望ましい生活環境の中で、基本的生活習慣及
び学習習慣を確立し、意欲的に学習に取り組んでいる。び学習習慣を確立し、意欲的に学習に取り組んでいる。び学習習慣を確立し、意欲的に学習に取り組んでいる。び学習習慣を確立し、意欲的に学習に取り組んでいる。

○子ども主体の授業や達成感、自己有用感をもたせる機会と場の充実を図ることで、学ぶ意欲が育まれ、地域や異校種間との交流や連○子ども主体の授業や達成感、自己有用感をもたせる機会と場の充実を図ることで、学ぶ意欲が育まれ、地域や異校種間との交流や連○子ども主体の授業や達成感、自己有用感をもたせる機会と場の充実を図ることで、学ぶ意欲が育まれ、地域や異校種間との交流や連○子ども主体の授業や達成感、自己有用感をもたせる機会と場の充実を図ることで、学ぶ意欲が育まれ、地域や異校種間との交流や連
携を基盤とした体験活動等を通して、豊かな心が育まれている成果であると捉えている。携を基盤とした体験活動等を通して、豊かな心が育まれている成果であると捉えている。携を基盤とした体験活動等を通して、豊かな心が育まれている成果であると捉えている。携を基盤とした体験活動等を通して、豊かな心が育まれている成果であると捉えている。

（１）学習状況（１）学習状況（１）学習状況（１）学習状況２２２２ 結果結果結果結果

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
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【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

大仙市大仙市大仙市大仙市
秋田県秋田県秋田県秋田県
全　国全　国全　国全　国

【資料３】「見通す・振り返る」活動と言語活動

○○○○授業の中で、「目標が示されていた」「振り返る活動授業の中で、「目標が示されていた」「振り返る活動授業の中で、「目標が示されていた」「振り返る活動授業の中で、「目標が示されていた」「振り返る活動
があった」と実感している児童生徒は、全国や本県をがあった」と実感している児童生徒は、全国や本県をがあった」と実感している児童生徒は、全国や本県をがあった」と実感している児童生徒は、全国や本県を
上回り、児童生徒の課題意識を大事にした学習の充実上回り、児童生徒の課題意識を大事にした学習の充実上回り、児童生徒の課題意識を大事にした学習の充実上回り、児童生徒の課題意識を大事にした学習の充実
が図られている。が図られている。が図られている。が図られている。

○「考えを発表する機会が与えられていた」「話し合う○「考えを発表する機会が与えられていた」「話し合う○「考えを発表する機会が与えられていた」「話し合う○「考えを発表する機会が与えられていた」「話し合う
活動をよく行った」と回答している児童生徒も全国や活動をよく行った」と回答している児童生徒も全国や活動をよく行った」と回答している児童生徒も全国や活動をよく行った」と回答している児童生徒も全国や
本県を上回り、言語活動の充実を図るとともに、子ど本県を上回り、言語活動の充実を図るとともに、子ど本県を上回り、言語活動の充実を図るとともに、子ど本県を上回り、言語活動の充実を図るとともに、子ど
も主体の学習が展開されている。さらに、「話し合うも主体の学習が展開されている。さらに、「話し合うも主体の学習が展開されている。さらに、「話し合うも主体の学習が展開されている。さらに、「話し合う
活動を通じて、考えを深めたり広げたりできている活動を通じて、考えを深めたり広げたりできている活動を通じて、考えを深めたり広げたりできている活動を通じて、考えを深めたり広げたりできている」」」」
にににについての肯定的な回答も全国や本県を上回り、活動ついての肯定的な回答も全国や本県を上回り、活動ついての肯定的な回答も全国や本県を上回り、活動ついての肯定的な回答も全国や本県を上回り、活動
の質が高まってきている。の質が高まってきている。の質が高まってきている。の質が高まってきている。

授業のはじめに、目標（めあ

て・ねらい）が示されていた

授業の最後に、学習内容を振

り返る活動をよく行っていた

授業では、自分の考えを発表

する機会が与えられていた

授業では、学級の友達との間

で話し合う活動をよく行って

いた

友達との間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができ

ている

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校



２－（２）学習習慣２－（２）学習習慣２－（２）学習習慣２－（２）学習習慣

○○○○小小小小・・・・中学生共に中学生共に中学生共に中学生共に、、、、自分で計画を立てて勉強した自分で計画を立てて勉強した自分で計画を立てて勉強した自分で計画を立てて勉強した
りりりり、、、、宿題や授業の予習宿題や授業の予習宿題や授業の予習宿題や授業の予習、、、、復習によく取り組んだり復習によく取り組んだり復習によく取り組んだり復習によく取り組んだり
しておりしておりしておりしており、、、、自ら学ぶ姿勢が身に付いている自ら学ぶ姿勢が身に付いている自ら学ぶ姿勢が身に付いている自ら学ぶ姿勢が身に付いている。。。。

前年度に比べ前年度に比べ前年度に比べ前年度に比べ、、、、「「「「予習をする予習をする予習をする予習をする」」」」児童生徒が増え児童生徒が増え児童生徒が増え児童生徒が増え
ているているているている。。。。

○○○○平日平日平日平日、、、、休日とも学習時間休日とも学習時間休日とも学習時間休日とも学習時間「「「「１～２時間未満１～２時間未満１～２時間未満１～２時間未満」」」」のののの
割合が割合が割合が割合が、、、、小小小小・・・・中学生共に全国や本県より多く中学生共に全国や本県より多く中学生共に全国や本県より多く中学生共に全国や本県より多く、、、、
「「「「全く学習をしない全く学習をしない全く学習をしない全く学習をしない」」」」にににに「「「「学習時間が３０分未学習時間が３０分未学習時間が３０分未学習時間が３０分未
満満満満」」」」を加えた割合を加えた割合を加えた割合を加えた割合は全国や本県より少ないは全国や本県より少ないは全国や本県より少ないは全国や本県より少ない。。。。ただただただただ
しししし、、、、「「「「２時間以上２時間以上２時間以上２時間以上」」」」はははは、、、、小小小小・・・・中学生共に全国や本中学生共に全国や本中学生共に全国や本中学生共に全国や本
県より少なく県より少なく県より少なく県より少なく、、、、毎日短時間で継続的に学習してい毎日短時間で継続的に学習してい毎日短時間で継続的に学習してい毎日短時間で継続的に学習してい
る様子る様子る様子る様子が分かるが分かるが分かるが分かる。。。。

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
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【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

【資料４】家庭学習の様子

【資料６】平均学習時間
〔単位：分〕

平日平日平日平日 ３時間以上３時間以上３時間以上３時間以上 ２～３時間２～３時間２～３時間２～３時間 １～２時間１～２時間１～２時間１～２時間 30303030分～１時間分～１時間分～１時間分～１時間 30303030分未満分未満分未満分未満 全くしない全くしない全くしない全くしない

休日休日休日休日 ４時間以上４時間以上４時間以上４時間以上 ３３３３～～～～４４４４時間時間時間時間 ２２２２～～～～３３３３時間時間時間時間 １１１１～～～～２２２２時間時間時間時間 １時間未満１時間未満１時間未満１時間未満 全くしない全くしない全くしない全くしない

学校の宿題をしている

学校の授業の復習をし

ている

自分で計画を立てて勉

強をしている

学校の授業の予習をし

ている

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

大仙市大仙市大仙市大仙市
秋田県秋田県秋田県秋田県
全　国全　国全　国全　国

小学校 中学校

【資料５－１】平日の学習時間

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大仙市

秋田県

全 国

【資料５ー２】休日の学習時間

小学校

２時間～３時間

２時間～３時間

２時間～３時間

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大仙市

秋田県

全 国

中学校

小学校 平日 休日
大仙市 110 130
秋田県 110 140
全 　国 120 110

中学校 平日 休日
大仙市 130 170
秋田県 130 170
全 　国 120 130

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

３０分～１時間

３０分～１時間

３０分～１時間

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大仙市

秋田県

全 国

小学校

１時間～２時間

１時間～２時間

１時間～２時間

３０分～１時間

３０分～１時間

３０分～１時間

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大仙市

秋田県

全 国

中学校



Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
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【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

○○○○小・中学生共に全国や本県を上回っている項目がほと小・中学生共に全国や本県を上回っている項目がほと小・中学生共に全国や本県を上回っている項目がほと小・中学生共に全国や本県を上回っている項目がほと
んどであり、児童生徒は概ね良好な家庭環境の下に、んどであり、児童生徒は概ね良好な家庭環境の下に、んどであり、児童生徒は概ね良好な家庭環境の下に、んどであり、児童生徒は概ね良好な家庭環境の下に、
基本的生活習慣や生活規律が身に付いているものと言基本的生活習慣や生活規律が身に付いているものと言基本的生活習慣や生活規律が身に付いているものと言基本的生活習慣や生活規律が身に付いているものと言
える。える。える。える。

○「朝食を毎日食べる」が小・中学生共に前年度よりも○「朝食を毎日食べる」が小・中学生共に前年度よりも○「朝食を毎日食べる」が小・中学生共に前年度よりも○「朝食を毎日食べる」が小・中学生共に前年度よりも
改善されており、各学校と保護者との連携の成果であ改善されており、各学校と保護者との連携の成果であ改善されており、各学校と保護者との連携の成果であ改善されており、各学校と保護者との連携の成果であ
ると思われるると思われるると思われるると思われる。。。。

○小学校では「早寝」、「テレビ等を見たりテレビゲー○小学校では「早寝」、「テレビ等を見たりテレビゲー○小学校では「早寝」、「テレビ等を見たりテレビゲー○小学校では「早寝」、「テレビ等を見たりテレビゲー
ムをしたりする時間」、中学校では「早起き」の項目ムをしたりする時間」、中学校では「早起き」の項目ムをしたりする時間」、中学校では「早起き」の項目ムをしたりする時間」、中学校では「早起き」の項目
がやや本県を下回っており、基本的な生活習慣の見直がやや本県を下回っており、基本的な生活習慣の見直がやや本県を下回っており、基本的な生活習慣の見直がやや本県を下回っており、基本的な生活習慣の見直
しが求められる。しが求められる。しが求められる。しが求められる。

大仙市大仙市大仙市大仙市
秋田県秋田県秋田県秋田県
全　国全　国全　国全　国

２－（３）学校生活２－（３）学校生活２－（３）学校生活２－（３）学校生活

○○○○小・中学生共に、全国や本県を上回っている項目がほ小・中学生共に、全国や本県を上回っている項目がほ小・中学生共に、全国や本県を上回っている項目がほ小・中学生共に、全国や本県を上回っている項目がほ
とんどであり、児童生徒は楽しく充実した学校生活をとんどであり、児童生徒は楽しく充実した学校生活をとんどであり、児童生徒は楽しく充実した学校生活をとんどであり、児童生徒は楽しく充実した学校生活を
送っていることがうかがえる。送っていることがうかがえる。送っていることがうかがえる。送っていることがうかがえる。

○○○○「学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のき「学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のき「学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のき「学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のき
まりなどを決めている」という新設問についての肯定まりなどを決めている」という新設問についての肯定まりなどを決めている」という新設問についての肯定まりなどを決めている」という新設問についての肯定
的な回答も全国や本県を上回り、話合い活動により学的な回答も全国や本県を上回り、話合い活動により学的な回答も全国や本県を上回り、話合い活動により学的な回答も全国や本県を上回り、話合い活動により学
校生活を向上しようとする特別活動の充実が図られて校生活を向上しようとする特別活動の充実が図られて校生活を向上しようとする特別活動の充実が図られて校生活を向上しようとする特別活動の充実が図られて
いる。いる。いる。いる。

【資料７】学校生活の様子

家の人と学校の話をする

朝食を毎日食べている

毎日、同じくらいの時刻に寝

ている

毎日、同じくらいの時刻に起

きている

平日、テレビやビデオを見る時間は２

時間より少ない

平日、テレビゲームをする時間は

２時間より少ない

携帯電話やスマートフォンを

持っていない

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

２－（４）生活習慣２－（４）生活習慣２－（４）生活習慣２－（４）生活習慣 【資料８】生活習慣の様子

小学校 中学校

学校に行くのは楽しい

学級会などの時間に友達同士

で話し合って学級のきまりな

どを決めている

学級みんなで協力して何かを

やり遂げ、うれしかったこと

がある

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

小学校 中学校

◆◆◆◆

◆◆◆◆新設問新設問新設問新設問



○○○○全国や県に比べ、多くの児童生徒が自己有用感や達全国や県に比べ、多くの児童生徒が自己有用感や達全国や県に比べ、多くの児童生徒が自己有用感や達全国や県に比べ、多くの児童生徒が自己有用感や達
成感、成就感をもち、目標をもって挑戦しようとす成感、成就感をもち、目標をもって挑戦しようとす成感、成就感をもち、目標をもって挑戦しようとす成感、成就感をもち、目標をもって挑戦しようとす
る意欲が高いと言える。る意欲が高いと言える。る意欲が高いと言える。る意欲が高いと言える。

○各校における児童生徒主体の学習活動、体験活動や○各校における児童生徒主体の学習活動、体験活動や○各校における児童生徒主体の学習活動、体験活動や○各校における児童生徒主体の学習活動、体験活動や
キャリア教育等の充実に向けた取組の成果であるとキャリア教育等の充実に向けた取組の成果であるとキャリア教育等の充実に向けた取組の成果であるとキャリア教育等の充実に向けた取組の成果であると
捉えている。捉えている。捉えている。捉えている。

○○○○学校のきまりをきちんと守り、いじめは許さないな学校のきまりをきちんと守り、いじめは許さないな学校のきまりをきちんと守り、いじめは許さないな学校のきまりをきちんと守り、いじめは許さないな
ど、規範意識が高い児童生徒の割合が多い。また、ど、規範意識が高い児童生徒の割合が多い。また、ど、規範意識が高い児童生徒の割合が多い。また、ど、規範意識が高い児童生徒の割合が多い。また、
人の気持ちが分かり、役に立ちたいなどの思いやり人の気持ちが分かり、役に立ちたいなどの思いやり人の気持ちが分かり、役に立ちたいなどの思いやり人の気持ちが分かり、役に立ちたいなどの思いやり
の心も好ましい状況にある。の心も好ましい状況にある。の心も好ましい状況にある。の心も好ましい状況にある。

○中学生は３年前（小６時）の調査結果に比べ、規範○中学生は３年前（小６時）の調査結果に比べ、規範○中学生は３年前（小６時）の調査結果に比べ、規範○中学生は３年前（小６時）の調査結果に比べ、規範
意識に関する項目への肯定的な回答の割合が伸びて意識に関する項目への肯定的な回答の割合が伸びて意識に関する項目への肯定的な回答の割合が伸びて意識に関する項目への肯定的な回答の割合が伸びて
いる。いる。いる。いる。

○好ましい家庭生活や地域の温かい関わりの下、各学○好ましい家庭生活や地域の温かい関わりの下、各学○好ましい家庭生活や地域の温かい関わりの下、各学○好ましい家庭生活や地域の温かい関わりの下、各学
校における適切な生徒指導や体験活動をはじめとす校における適切な生徒指導や体験活動をはじめとす校における適切な生徒指導や体験活動をはじめとす校における適切な生徒指導や体験活動をはじめとす
る児童会、生徒会活動等の取組の成果であると捉える児童会、生徒会活動等の取組の成果であると捉える児童会、生徒会活動等の取組の成果であると捉える児童会、生徒会活動等の取組の成果であると捉え
ている。また、「中（小）学生サミット」によるいている。また、「中（小）学生サミット」によるいている。また、「中（小）学生サミット」によるいている。また、「中（小）学生サミット」によるい
め撲滅等の取り組みも、成果に結びついていると思め撲滅等の取り組みも、成果に結びついていると思め撲滅等の取り組みも、成果に結びついていると思め撲滅等の取り組みも、成果に結びついていると思
われる。われる。われる。われる。

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果
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【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より２－（５）規範意識２－（５）規範意識２－（５）規範意識２－（５）規範意識

２－（６）達成感や意欲２－（６）達成感や意欲２－（６）達成感や意欲２－（６）達成感や意欲
大仙市大仙市大仙市大仙市
秋田県秋田県秋田県秋田県
全　国全　国全　国全　国

人の気持ちが分かる人間

になりたい

いじめは、どんな理由が

あってもいけないことだと思

う

人の役に立つ人間になりた

い

学校のきまりを守っている

60 70 80 90 100 60 70 80 90 100

【資料９】規範意識や思いやりの心
小学校 中学校

ものごとを最後までや

りとげて、うれしかっ

たことがある

自分には、よいところ

がある

将来の夢や目標をもっ

ている

難しいことでも、失敗

を恐れないで挑戦して

いる

60 70 80 90 100 60 70 80 90 100

【資料１０】自尊意識・将来に関する意識
中学校小学校



２－（７）地域への愛着２－（７）地域への愛着２－（７）地域への愛着２－（７）地域への愛着

○○○○小・中学生共に「地域や社会で起こっている問題や小・中学生共に「地域や社会で起こっている問題や小・中学生共に「地域や社会で起こっている問題や小・中学生共に「地域や社会で起こっている問題や
出来事に関心がある」「地域をよくするために何を出来事に関心がある」「地域をよくするために何を出来事に関心がある」「地域をよくするために何を出来事に関心がある」「地域をよくするために何を
すべきか考えることがある」「地域行事に参加してすべきか考えることがある」「地域行事に参加してすべきか考えることがある」「地域行事に参加してすべきか考えることがある」「地域行事に参加して
いる」と回答している割合が国や県よりも高く、中いる」と回答している割合が国や県よりも高く、中いる」と回答している割合が国や県よりも高く、中いる」と回答している割合が国や県よりも高く、中
学生が顕著である。学生が顕著である。学生が顕著である。学生が顕著である。

○「新聞を読んでいる」「ニュースを見る」の肯定的○「新聞を読んでいる」「ニュースを見る」の肯定的○「新聞を読んでいる」「ニュースを見る」の肯定的○「新聞を読んでいる」「ニュースを見る」の肯定的
な回答も国や県より高い。な回答も国や県より高い。な回答も国や県より高い。な回答も国や県より高い。

○中（小）学生サミットを通してエコ活動や被災地支○中（小）学生サミットを通してエコ活動や被災地支○中（小）学生サミットを通してエコ活動や被災地支○中（小）学生サミットを通してエコ活動や被災地支
援・交流活動等をさらに進めていくとともに、地域援・交流活動等をさらに進めていくとともに、地域援・交流活動等をさらに進めていくとともに、地域援・交流活動等をさらに進めていくとともに、地域
行事の担い手としての活動を通して、地域との関わ行事の担い手としての活動を通して、地域との関わ行事の担い手としての活動を通して、地域との関わ行事の担い手としての活動を通して、地域との関わ
りも深めていきたい。りも深めていきたい。りも深めていきたい。りも深めていきたい。

○協力的で温かい地域の教育力の一層の充実を期して、○協力的で温かい地域の教育力の一層の充実を期して、○協力的で温かい地域の教育力の一層の充実を期して、○協力的で温かい地域の教育力の一層の充実を期して、
引き続き地域との連携による特色ある教育活動の推引き続き地域との連携による特色ある教育活動の推引き続き地域との連携による特色ある教育活動の推引き続き地域との連携による特色ある教育活動の推
進と大仙市ＰＴＡ連合会と一体となった取組を重視進と大仙市ＰＴＡ連合会と一体となった取組を重視進と大仙市ＰＴＡ連合会と一体となった取組を重視進と大仙市ＰＴＡ連合会と一体となった取組を重視
していきたい。していきたい。していきたい。していきたい。

Ⅳ 学習環境に関する調査の結果

２－（８）読書習慣２－（８）読書習慣２－（８）読書習慣２－（８）読書習慣

○○○○小・中学生共に、「定期的に学校や地域の図書館に行小・中学生共に、「定期的に学校や地域の図書館に行小・中学生共に、「定期的に学校や地域の図書館に行小・中学生共に、「定期的に学校や地域の図書館に行
く回数」が確保され、読書習慣の形成が図られているく回数」が確保され、読書習慣の形成が図られているく回数」が確保され、読書習慣の形成が図られているく回数」が確保され、読書習慣の形成が図られている
ことが伺えるが、一方で、小学校において普段１日あことが伺えるが、一方で、小学校において普段１日あことが伺えるが、一方で、小学校において普段１日あことが伺えるが、一方で、小学校において普段１日あ
たり３０分以上読書をする割合が国や県よりも低く、たり３０分以上読書をする割合が国や県よりも低く、たり３０分以上読書をする割合が国や県よりも低く、たり３０分以上読書をする割合が国や県よりも低く、
課題である。課題である。課題である。課題である。

○小・中学生共に、「読書が好き」と回答している割合○小・中学生共に、「読書が好き」と回答している割合○小・中学生共に、「読書が好き」と回答している割合○小・中学生共に、「読書が好き」と回答している割合
が国や県よりも高いことから、家庭における時間の使が国や県よりも高いことから、家庭における時間の使が国や県よりも高いことから、家庭における時間の使が国や県よりも高いことから、家庭における時間の使
い方等の見直しを図り、読書習慣の確立につなげていい方等の見直しを図り、読書習慣の確立につなげていい方等の見直しを図り、読書習慣の確立につなげていい方等の見直しを図り、読書習慣の確立につなげてい
きたい。きたい。きたい。きたい。

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の市・県・全国の比較】児童生徒質問紙調査結果より

大仙市大仙市大仙市大仙市
秋田県秋田県秋田県秋田県
全　国全　国全　国全　国

12121212

新聞を読んでいる

テレビのニュース番組

やインターネットの

ニュースを見る

地域や社会をよくする

ために何をすべきかを

考えることがある

今住んでいる地域の行

事に参加している

地域や社会で起こって

いる問題や出来事に関

心がある

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

【資料１１】地域や社会、人や行事などへのかかわり

小学校 中学校

家や図書館で、普段１日あた

り30分以上読書をする

授業以外で、本を読んだり、借りたり

するために、学校や地域の図書館へ

月１～３回以上行く

読書は好き

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

【資料１２】読書に関する状況

小学校 中学校
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１１１１ 概要概要概要概要

児童生徒質問紙において、質問紙の結果と４科目の平均正答率との間に相関がみられた主な項目児童生徒質問紙において、質問紙の結果と４科目の平均正答率との間に相関がみられた主な項目児童生徒質問紙において、質問紙の結果と４科目の平均正答率との間に相関がみられた主な項目児童生徒質問紙において、質問紙の結果と４科目の平均正答率との間に相関がみられた主な項目

【学習習慣等】〈〈〈〈相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目〉〉〉〉
○新聞を読んでいる。○新聞を読んでいる。○新聞を読んでいる。○新聞を読んでいる。 ○読書○読書○読書○読書が好きであるが好きであるが好きであるが好きである。。。。
○テレビやインターネットのニュースを見る。○テレビやインターネットのニュースを見る。○テレビやインターネットのニュースを見る。○テレビやインターネットのニュースを見る。
○○○○地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。

【生活習慣等】〈〈〈〈相関相関相関相関がみられた主な項目がみられた主な項目がみられた主な項目がみられた主な項目〉〉〉〉
○○○○毎日同じくらいの時刻に寝ている毎日同じくらいの時刻に寝ている毎日同じくらいの時刻に寝ている毎日同じくらいの時刻に寝ている。。。。
○○○○毎日同じくらいの時刻に起きている。毎日同じくらいの時刻に起きている。毎日同じくらいの時刻に起きている。毎日同じくらいの時刻に起きている。
○ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある。○ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある。○ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある。○ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある。
○難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している。○難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している。○難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している。○難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している。
○家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をする。○家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をする。○家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をする。○家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をする。
○学校のきまりを守っている。○学校のきまりを守っている。○学校のきまりを守っている。○学校のきまりを守っている。
○人の役に立つ人間になりたい。○人の役に立つ人間になりたい。○人の役に立つ人間になりたい。○人の役に立つ人間になりたい。

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関
○○○○教科の正答率と相関がみられた児童生徒質問紙の質問項目において、本市の状況は概ね良好である。教科の正答率と相関がみられた児童生徒質問紙の質問項目において、本市の状況は概ね良好である。教科の正答率と相関がみられた児童生徒質問紙の質問項目において、本市の状況は概ね良好である。教科の正答率と相関がみられた児童生徒質問紙の質問項目において、本市の状況は概ね良好である。

【調査問題への取組】〈〈〈〈相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目〉〉〉〉
○国語で解答を文章で書く問題に、最後まで○国語で解答を文章で書く問題に、最後まで○国語で解答を文章で書く問題に、最後まで○国語で解答を文章で書く問題に、最後まで書こう書こう書こう書こうと努力した。と努力した。と努力した。と努力した。
○算数・数学で言葉や数、式を使って、わけや求め方を書く問題○算数・数学で言葉や数、式を使って、わけや求め方を書く問題○算数・数学で言葉や数、式を使って、わけや求め方を書く問題○算数・数学で言葉や数、式を使って、わけや求め方を書く問題

に最後まで書こうと努力した。に最後まで書こうと努力した。に最後まで書こうと努力した。に最後まで書こうと努力した。
○理科で解答を文章で書く問題に、最後まで書こうと努力した。○理科で解答を文章で書く問題に、最後まで書こうと努力した。○理科で解答を文章で書く問題に、最後まで書こうと努力した。○理科で解答を文章で書く問題に、最後まで書こうと努力した。

◎◎◎◎は相関が強い項目は相関が強い項目は相関が強い項目は相関が強い項目

【授業への取組】〈〈〈〈相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目相関がみられた主な項目〉〉〉〉
◎友達の前で自分の考えや意見を発表することが得意である。◎友達の前で自分の考えや意見を発表することが得意である。◎友達の前で自分の考えや意見を発表することが得意である。◎友達の前で自分の考えや意見を発表することが得意である。
○学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して発表するなどの学習活動に取○学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して発表するなどの学習活動に取○学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して発表するなどの学習活動に取○学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して発表するなどの学習活動に取
り組んでいる。り組んでいる。り組んでいる。り組んでいる。

○原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことを難しいと思わない。○原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことを難しいと思わない。○原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことを難しいと思わない。○原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことを難しいと思わない。
◎自分の考えを他の人に説明したり文章に書いたりすることは難しいと思わない。◎自分の考えを他の人に説明したり文章に書いたりすることは難しいと思わない。◎自分の考えを他の人に説明したり文章に書いたりすることは難しいと思わない。◎自分の考えを他の人に説明したり文章に書いたりすることは難しいと思わない。
【【【【国語国語国語国語】】】】
○目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いたりしている。○目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いたりしている。○目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いたりしている。○目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いたりしている。
○意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫している。○意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫している。○意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫している。○意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫している。
○自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いている。○自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いている。○自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いている。○自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いている。
○文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいる。○文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいる。○文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいる。○文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいる。
【【【【算数・数学算数・数学算数・数学算数・数学】】】】
◎算数・数学の勉強が好きだ。◎算数・数学の勉強が好きだ。◎算数・数学の勉強が好きだ。◎算数・数学の勉強が好きだ。 ◎授業の内容がよく分かる。◎授業の内容がよく分かる。◎授業の内容がよく分かる。◎授業の内容がよく分かる。 ○問題を解くとき、もっと簡単な方法はないか考えている。○問題を解くとき、もっと簡単な方法はないか考えている。○問題を解くとき、もっと簡単な方法はないか考えている。○問題を解くとき、もっと簡単な方法はないか考えている。
○解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法で考えている。○解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法で考えている。○解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法で考えている。○解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法で考えている。
【【【【理科理科理科理科】】】】
○自分なりの考えをまわりの人に説明したり発表したりしている。○自分なりの考えをまわりの人に説明したり発表したりしている。○自分なりの考えをまわりの人に説明したり発表したりしている。○自分なりの考えをまわりの人に説明したり発表したりしている。 ○観察や実験をもとに考察している。○観察や実験をもとに考察している。○観察や実験をもとに考察している。○観察や実験をもとに考察している。



○○○○毎日、毎日、毎日、毎日、 同じくらいの時刻に寝ていますか同じくらいの時刻に寝ていますか同じくらいの時刻に寝ていますか同じくらいの時刻に寝ていますかという質問に、という質問に、という質問に、という質問に、

「寝ている」「どちらかといえば寝ている」と回答し「寝ている」「どちらかといえば寝ている」と回答し「寝ている」「どちらかといえば寝ている」と回答し「寝ている」「どちらかといえば寝ている」と回答し
た児童生徒のグループの方が、どの教科においても平た児童生徒のグループの方が、どの教科においても平た児童生徒のグループの方が、どの教科においても平た児童生徒のグループの方が、どの教科においても平
均正答率が均正答率が均正答率が均正答率が高い。高い。高い。高い。

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】
【【【【生活習慣等生活習慣等生活習慣等生活習慣等】】】】２２２２ 相関相関相関相関

○○○○毎日、同じくらいの時刻に起きていますか毎日、同じくらいの時刻に起きていますか毎日、同じくらいの時刻に起きていますか毎日、同じくらいの時刻に起きていますかという質問という質問という質問という質問
に、「起きている」「どちらかといえば起きている」に、「起きている」「どちらかといえば起きている」に、「起きている」「どちらかといえば起きている」に、「起きている」「どちらかといえば起きている」
と回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におと回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におと回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におと回答した児童生徒のグループの方が、どの教科にお
いても平均正答率が高くいても平均正答率が高くいても平均正答率が高くいても平均正答率が高く、小学校で相関、小学校で相関、小学校で相関、小学校で相関が顕著である。が顕著である。が顕著である。が顕著である。

【資料１３】

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関

14141414

【毎日、同じくらいの時刻に起きている】〈 質問番号（３）〉

【毎日、同じくらいの時刻に寝ている】〈 質問番号（２） 〉

どの教科も約4～10㌽の差がある。 どの教科も約6～8㌽の差がある。

どの教科も約2～17㌽の差がある。 どの教科も約1～8㌽の差がある。

小学校 中学校

【ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある】

○○○○ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことが
ありますかありますかありますかありますかという質問に、「ある」「どちらかといえという質問に、「ある」「どちらかといえという質問に、「ある」「どちらかといえという質問に、「ある」「どちらかといえ
ばある」と回答した児童生徒のグループの方が、どのばある」と回答した児童生徒のグループの方が、どのばある」と回答した児童生徒のグループの方が、どのばある」と回答した児童生徒のグループの方が、どの
教科においても平均正答率が教科においても平均正答率が教科においても平均正答率が教科においても平均正答率が高い。高い。高い。高い。

〈 質問番号（４） 〉

どの教科も約2～12㌽の差がある。 どの教科も約1～11㌽の差がある。
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【【【【生活習慣等生活習慣等生活習慣等生活習慣等】】】】

〈 質問番号（３２）〉

【人の役に立つ人間になりたいと思う】

○○○○人の役に立つ人間になりたいと思いますか人の役に立つ人間になりたいと思いますか人の役に立つ人間になりたいと思いますか人の役に立つ人間になりたいと思いますかという質問という質問という質問という質問
に、「思う」「どちらかといえば思う」と回答した児に、「思う」「どちらかといえば思う」と回答した児に、「思う」「どちらかといえば思う」と回答した児に、「思う」「どちらかといえば思う」と回答した児
童生徒のグループの方が、どの教科においても平均正童生徒のグループの方が、どの教科においても平均正童生徒のグループの方が、どの教科においても平均正童生徒のグループの方が、どの教科においても平均正
答率が高い。特に、答率が高い。特に、答率が高い。特に、答率が高い。特に、小学校で小学校で小学校で小学校で国語と算数のＢ問題、国語と算数のＢ問題、国語と算数のＢ問題、国語と算数のＢ問題、中中中中
学校で国語の学校で国語の学校で国語の学校で国語のＡ、Ｂ問題で相関が顕著である。Ａ、Ｂ問題で相関が顕著である。Ａ、Ｂ問題で相関が顕著である。Ａ、Ｂ問題で相関が顕著である。

〈 質問番号（３５）〉

【資料１４】

○○○○学校のきまり（規則）を守っていますか学校のきまり（規則）を守っていますか学校のきまり（規則）を守っていますか学校のきまり（規則）を守っていますかとととという質問に、いう質問に、いう質問に、いう質問に、
「守っている」「守っている」「守っている」「守っている」「どちらかといえば守っている」と回「どちらかといえば守っている」と回「どちらかといえば守っている」と回「どちらかといえば守っている」と回
答した児童生徒のグループの方が、どの教科において答した児童生徒のグループの方が、どの教科において答した児童生徒のグループの方が、どの教科において答した児童生徒のグループの方が、どの教科において
も平均正答率がも平均正答率がも平均正答率がも平均正答率が高く、特に中学校で相関が顕著である。高く、特に中学校で相関が顕著である。高く、特に中学校で相関が顕著である。高く、特に中学校で相関が顕著である。

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

どの教科も約4～11㌽の差がある。 どの教科も約1～15㌽の差がある。

【学校のきまり（規則）を守っている】

どの教科も約1～6㌽の差がある。 どの教科も約6～19㌽の差がある。

【家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしている】〈 質問番号（１８） 〉
小学校 中学校

○○○○家家家家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をををを
しているしているしているしているとととという質問に、いう質問に、いう質問に、いう質問に、「している」「している」「している」「している」「どちらかと「どちらかと「どちらかと「どちらかといいいい
えばしている」えばしている」えばしている」えばしている」と回答した児童生徒のグループの方が、と回答した児童生徒のグループの方が、と回答した児童生徒のグループの方が、と回答した児童生徒のグループの方が、
どの教科においても平均正答率がどの教科においても平均正答率がどの教科においても平均正答率がどの教科においても平均正答率が高い。高い。高い。高い。

どの教科も約6～10㌽の差がある。 どの教科も約1～3㌽の差がある。
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【【【【学習習慣等学習習慣等学習習慣等学習習慣等】】】】

○○○○テレビ番組のニュースやインターネットのニュースをテレビ番組のニュースやインターネットのニュースをテレビ番組のニュースやインターネットのニュースをテレビ番組のニュースやインターネットのニュースを
見ますか見ますか見ますか見ますかという質問に、「よく見る」「時々見る」とという質問に、「よく見る」「時々見る」とという質問に、「よく見る」「時々見る」とという質問に、「よく見る」「時々見る」と
回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におい回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におい回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におい回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におい
ても平均正答率が高いても平均正答率が高いても平均正答率が高いても平均正答率が高い。。。。

【テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見る】〈 質問番号（３１）〉

〈 質問番号（３０）〉 【資料１５】

【地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある】

○○○○地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があり地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があり地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があり地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があり
ますかますかますかますかという質問に、「関心がある」「どちらかといという質問に、「関心がある」「どちらかといという質問に、「関心がある」「どちらかといという質問に、「関心がある」「どちらかとい
えば関心がある」と回答した児童生徒のグループの方えば関心がある」と回答した児童生徒のグループの方えば関心がある」と回答した児童生徒のグループの方えば関心がある」と回答した児童生徒のグループの方
が、どの教科においても平均正答率が高いが、どの教科においても平均正答率が高いが、どの教科においても平均正答率が高いが、どの教科においても平均正答率が高い。。。。

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

どの教科も約2～6㌽の差がある。 どの教科も約3～6㌽の差がある。

どの教科も約5～14㌽の差がある。
どの教科も約2～6㌽の差がある。

【新聞を読んでいる】

どの教科も
約2～5㌽の差がある。

小学校 中学校 どの教科も
約1～5㌽の差がある。 ○○○○新聞新聞新聞新聞を読んでを読んでを読んでを読んでいるいるいるいるとととという質問に、「ほぼ毎日読んでいいう質問に、「ほぼ毎日読んでいいう質問に、「ほぼ毎日読んでいいう質問に、「ほぼ毎日読んでい

る」「週に１～３回程度読んでいるる」「週に１～３回程度読んでいるる」「週に１～３回程度読んでいるる」「週に１～３回程度読んでいる」」」」と回答した児童と回答した児童と回答した児童と回答した児童
生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答
率が高い率が高い率が高い率が高い。。。。

〈 質問番号（２８）〉



17171717

【【【【調査問題への取組調査問題への取組調査問題への取組調査問題への取組】】】】

【資料１６】

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

○○○○国語国語国語国語の問題について，解答を文章で書く問題がありまの問題について，解答を文章で書く問題がありまの問題について，解答を文章で書く問題がありまの問題について，解答を文章で書く問題がありま
したが，どのように解答ししたが，どのように解答ししたが，どのように解答ししたが，どのように解答しましたかましたかましたかましたかとととという質問に、いう質問に、いう質問に、いう質問に、
「最後まで解答を書こうと努力した」と回答した児童「最後まで解答を書こうと努力した」と回答した児童「最後まで解答を書こうと努力した」と回答した児童「最後まで解答を書こうと努力した」と回答した児童
生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答
率が高く率が高く率が高く率が高く、小・中学生共に相関、小・中学生共に相関、小・中学生共に相関、小・中学生共に相関が顕著である。が顕著である。が顕著である。が顕著である。

〈 質問番号（６８）〉

【理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題について，どのように解答しましたか】

○○○○理科理科理科理科の問題について，解答を文章などで書く問題があの問題について，解答を文章などで書く問題があの問題について，解答を文章などで書く問題があの問題について，解答を文章などで書く問題があ
りました。それらの問題について，どのように解答しりました。それらの問題について，どのように解答しりました。それらの問題について，どのように解答しりました。それらの問題について，どのように解答し
ましたかましたかましたかましたかとととという質問に、「最後まで解答を書こうと努いう質問に、「最後まで解答を書こうと努いう質問に、「最後まで解答を書こうと努いう質問に、「最後まで解答を書こうと努
力した」と回答した児童生徒のグループの方が、どの力した」と回答した児童生徒のグループの方が、どの力した」と回答した児童生徒のグループの方が、どの力した」と回答した児童生徒のグループの方が、どの
教科においても平均正答率が高い教科においても平均正答率が高い教科においても平均正答率が高い教科においても平均正答率が高い。。。。

〈 質問番号（８２）〉

○○○○算数算数算数算数の問題について，言葉や数，式を使って，わけやの問題について，言葉や数，式を使って，わけやの問題について，言葉や数，式を使って，わけやの問題について，言葉や数，式を使って，わけや
求め方などを書く問題がありましたが，どのように解求め方などを書く問題がありましたが，どのように解求め方などを書く問題がありましたが，どのように解求め方などを書く問題がありましたが，どのように解
答しましたか答しましたか答しましたか答しましたかとととという質問に、「最後まで解答を書こういう質問に、「最後まで解答を書こういう質問に、「最後まで解答を書こういう質問に、「最後まで解答を書こう
と努力した」と回答した児童生徒のグループの方が、と努力した」と回答した児童生徒のグループの方が、と努力した」と回答した児童生徒のグループの方が、と努力した」と回答した児童生徒のグループの方が、
どの教科においても平均正答率が高い。どの教科においても平均正答率が高い。どの教科においても平均正答率が高い。どの教科においても平均正答率が高い。

【算数の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題がありましたが，どのように解答しましたか】

【国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，どのように解答しましたか】〈 質問番号（５７） 〉

どの教科も約10～23㌽の差がある。

小学校 中学校

どの教科も約18～24㌽の差がある。

どの教科も約6～13㌽の差がある。 どの教科も約13～27㌽の差がある。

どの教科も約10～27㌽の差がある。どの教科も約6～13㌽の差がある。
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【【【【授業への取組授業への取組授業への取組授業への取組】】】】

○○○○授業で自分の考えを説明したり、文章に書いたりする授業で自分の考えを説明したり、文章に書いたりする授業で自分の考えを説明したり、文章に書いたりする授業で自分の考えを説明したり、文章に書いたりする
のは難しいですかのは難しいですかのは難しいですかのは難しいですかという質問に、「あてはまらない」という質問に、「あてはまらない」という質問に、「あてはまらない」という質問に、「あてはまらない」
「どちらかといえばあてはまらない」と回答した児童「どちらかといえばあてはまらない」と回答した児童「どちらかといえばあてはまらない」と回答した児童「どちらかといえばあてはまらない」と回答した児童
生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答
率が高い。率が高い。率が高い。率が高い。

【授業で考えを説明したり、文章に書いたりするのは難しい】〈 質問番号（４５）〉

【資料１７】

Ⅴ 学習環境と学力調査との相関
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）と （あまりあてはまらない＋全くあてはまらない）の比較】

どの教科も約8～11㌽の差がある。 どの教科も約7～11㌽の差がある。

〈 質問番号（４０）〉

〈 質問番号（４４）〉

【学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理して，発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思う】

どの教科も約9～14㌽の差がある。
小学校 中学校

どの教科も約6～9㌽の差がある。

○○○○学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その
解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理して，解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理して，解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理して，解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理して，
発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思います発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思います発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思います発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思います
かかかかとととという質問に、いう質問に、いう質問に、いう質問に、「思う」「思う」「思う」「思う」「どちらかといえば思う」「どちらかといえば思う」「どちらかといえば思う」「どちらかといえば思う」
と回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におと回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におと回答した児童生徒のグループの方が、どの教科におと回答した児童生徒のグループの方が、どの教科にお
いても平均正答率が高い。いても平均正答率が高い。いても平均正答率が高い。いても平均正答率が高い。

【 ４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと思う】

どの教科も約4～9㌽の差がある。 どの教科も約6～8㌽の差がある。
○○○○ ４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を

書くことは難しいと思いますか書くことは難しいと思いますか書くことは難しいと思いますか書くことは難しいと思いますかとととという質問にいう質問にいう質問にいう質問に、「思わ、「思わ、「思わ、「思わ
ない」「ない」「ない」「ない」「どちらかといえばどちらかといえばどちらかといえばどちらかといえば思わない」と思わない」と思わない」と思わない」と回答した児童回答した児童回答した児童回答した児童
生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答生徒のグループの方が、どの教科においても平均正答
率が高い。率が高い。率が高い。率が高い。



１１１１ 概要概要概要概要

○○○○子ども主体の授業については、小・中学校共に、ほと子ども主体の授業については、小・中学校共に、ほと子ども主体の授業については、小・中学校共に、ほと子ども主体の授業については、小・中学校共に、ほと
んどの質問項目で肯定的な回答がんどの質問項目で肯定的な回答がんどの質問項目で肯定的な回答がんどの質問項目で肯定的な回答が100%100%100%100%であり、各学校であり、各学校であり、各学校であり、各学校
の意識の高さが伺える。特に、中学校で「話し合う活の意識の高さが伺える。特に、中学校で「話し合う活の意識の高さが伺える。特に、中学校で「話し合う活の意識の高さが伺える。特に、中学校で「話し合う活
動を授業などで行っている」割合が増えている。動を授業などで行っている」割合が増えている。動を授業などで行っている」割合が増えている。動を授業などで行っている」割合が増えている。

○「見通す・振り返る活動」については、小・中学校共○「見通す・振り返る活動」については、小・中学校共○「見通す・振り返る活動」については、小・中学校共○「見通す・振り返る活動」については、小・中学校共
に、「よく行っている」割合が増えている。に、「よく行っている」割合が増えている。に、「よく行っている」割合が増えている。に、「よく行っている」割合が増えている。

○児童生徒質問紙からは、ほとんどの児童生徒が、子ど○児童生徒質問紙からは、ほとんどの児童生徒が、子ど○児童生徒質問紙からは、ほとんどの児童生徒が、子ど○児童生徒質問紙からは、ほとんどの児童生徒が、子ど
も主体の学習指導が展開されていることを実感していも主体の学習指導が展開されていることを実感していも主体の学習指導が展開されていることを実感していも主体の学習指導が展開されていることを実感してい
ることが伺える。ることが伺える。ることが伺える。ることが伺える。

○○○○各学校では、全国や県に比べて補充的な学習サポート各学校では、全国や県に比べて補充的な学習サポート各学校では、全国や県に比べて補充的な学習サポート各学校では、全国や県に比べて補充的な学習サポート
を実施している割合が高く、特に中学校では全ての学を実施している割合が高く、特に中学校では全ての学を実施している割合が高く、特に中学校では全ての学を実施している割合が高く、特に中学校では全ての学
校が実施しており、個に応じたきめ細かな指導が展開校が実施しており、個に応じたきめ細かな指導が展開校が実施しており、個に応じたきめ細かな指導が展開校が実施しており、個に応じたきめ細かな指導が展開
されている。されている。されている。されている。

19191919

※Ｈ２６年度の状況について回答するもの
【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の

市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果

○○○○学習指導については、児童生徒を主体とした学習展開、補充的な学習サポート、活用に関わる指導、全国学力・学習状況調査を活用学習指導については、児童生徒を主体とした学習展開、補充的な学習サポート、活用に関わる指導、全国学力・学習状況調査を活用学習指導については、児童生徒を主体とした学習展開、補充的な学習サポート、活用に関わる指導、全国学力・学習状況調査を活用学習指導については、児童生徒を主体とした学習展開、補充的な学習サポート、活用に関わる指導、全国学力・学習状況調査を活用
した指導等に関して、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目が多く、概ね好ましい取組状況にあると捉えていした指導等に関して、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目が多く、概ね好ましい取組状況にあると捉えていした指導等に関して、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目が多く、概ね好ましい取組状況にあると捉えていした指導等に関して、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目が多く、概ね好ましい取組状況にあると捉えてい
る。る。る。る。

○読書、学び方、生き方等に関わる指導、保護者との連携等に関しても、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目○読書、学び方、生き方等に関わる指導、保護者との連携等に関しても、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目○読書、学び方、生き方等に関わる指導、保護者との連携等に関しても、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目○読書、学び方、生き方等に関わる指導、保護者との連携等に関しても、小・中学校共に全国及び本県の平均を上回っている質問項目
が多く、各学校は積極的に取り組んでいると捉えている。が多く、各学校は積極的に取り組んでいると捉えている。が多く、各学校は積極的に取り組んでいると捉えている。が多く、各学校は積極的に取り組んでいると捉えている。

２２２２ 結果結果結果結果 （１）学習指導－１（１）学習指導－１（１）学習指導－１（１）学習指導－１

大仙市大仙市大仙市大仙市

秋田県秋田県秋田県秋田県

全　国全　国全　国全　国

【資料１８】

児童生徒の考えを引き出したり、深めた

りする発問や指導をした

児童生徒の発言や活動の時間を確保し

て授業を進めた

授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）

を示す活動を計画的に取り入れた

授業の最後に学習したことを振り返る

活動を計画的に取り入れた

学級やグループで話し合う活動を授業

などで行った

70 80 90 100 70 80 90 100

子ども主体の学習 小学校 中学校

放課後を利用した補充的な学習サポート

を実施した

長期休業日を利用した補充的な学習サ

ポートを実施した

20 40 60 80 100 20 40 60 80 100

補充的な学習サポート 中学校小学校



（２）読書、学び方、生き方等指導（２）読書、学び方、生き方等指導（２）読書、学び方、生き方等指導（２）読書、学び方、生き方等指導

○○○○読書、生き方、学び方等の指導については、小・中読書、生き方、学び方等の指導については、小・中読書、生き方、学び方等の指導については、小・中読書、生き方、学び方等の指導については、小・中
学校共に意識が高い。学校共に意識が高い。学校共に意識が高い。学校共に意識が高い。

○生き方指導については、小・中学校共に前年度を上○生き方指導については、小・中学校共に前年度を上○生き方指導については、小・中学校共に前年度を上○生き方指導については、小・中学校共に前年度を上
回っており、特に小学校の伸びが大きく、キャリア回っており、特に小学校の伸びが大きく、キャリア回っており、特に小学校の伸びが大きく、キャリア回っており、特に小学校の伸びが大きく、キャリア
教育の成果がうかがえる。教育の成果がうかがえる。教育の成果がうかがえる。教育の成果がうかがえる。

○各学校では、学力向上の土台となる学習規律や学習○各学校では、学力向上の土台となる学習規律や学習○各学校では、学力向上の土台となる学習規律や学習○各学校では、学力向上の土台となる学習規律や学習
方法に関する指導が充実している方法に関する指導が充実している方法に関する指導が充実している方法に関する指導が充実している。。。。

○「ノートに、学習の目標（めあて・ねらい）とまと○「ノートに、学習の目標（めあて・ねらい）とまと○「ノートに、学習の目標（めあて・ねらい）とまと○「ノートに、学習の目標（めあて・ねらい）とまと
めを書くように指導した」という新設問については、めを書くように指導した」という新設問については、めを書くように指導した」という新設問については、めを書くように指導した」という新設問については、
小・中学校共に１００％であり、ノート指導の徹底小・中学校共に１００％であり、ノート指導の徹底小・中学校共に１００％であり、ノート指導の徹底小・中学校共に１００％であり、ノート指導の徹底
が図られていることが伺える。が図られていることが伺える。が図られていることが伺える。が図られていることが伺える。

○○○○知識・技能を活用して課題を解決するために必要な知識・技能を活用して課題を解決するために必要な知識・技能を活用して課題を解決するために必要な知識・技能を活用して課題を解決するために必要な
思考力・判断力・表現力等を育むことに、小・中学思考力・判断力・表現力等を育むことに、小・中学思考力・判断力・表現力等を育むことに、小・中学思考力・判断力・表現力等を育むことに、小・中学
校共に意欲的である。子ども主体の学習指導の展開校共に意欲的である。子ども主体の学習指導の展開校共に意欲的である。子ども主体の学習指導の展開校共に意欲的である。子ども主体の学習指導の展開
との相乗効果がＢ問題の成果に表れているものと思との相乗効果がＢ問題の成果に表れているものと思との相乗効果がＢ問題の成果に表れているものと思との相乗効果がＢ問題の成果に表れているものと思
われる。われる。われる。われる。

○中学校の図書館活用と資料活用、小学校の書かせる○中学校の図書館活用と資料活用、小学校の書かせる○中学校の図書館活用と資料活用、小学校の書かせる○中学校の図書館活用と資料活用、小学校の書かせる
指導については、前年度指導については、前年度指導については、前年度指導については、前年度からの伸びも大きい。からの伸びも大きい。からの伸びも大きい。からの伸びも大きい。

○コンピュータを活用した、学び合いや課題解決学習○コンピュータを活用した、学び合いや課題解決学習○コンピュータを活用した、学び合いや課題解決学習○コンピュータを活用した、学び合いや課題解決学習
については、小・中学校共に国や県を大きく上回り、については、小・中学校共に国や県を大きく上回り、については、小・中学校共に国や県を大きく上回り、については、小・中学校共に国や県を大きく上回り、
前年度からの伸びも大きい。前年度からの伸びも大きい。前年度からの伸びも大きい。前年度からの伸びも大きい。

20202020

※Ｈ２６年度の状況について回答するもの

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の
市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果
（１）学習指導－２（１）学習指導－２（１）学習指導－２（１）学習指導－２

大仙市大仙市大仙市大仙市

秋田県秋田県秋田県秋田県

全　国全　国全　国全　国

【資料１９】

【資料２０】

自分で調べたことや考えたことを文章

に書かせる指導をした

学校図書館を活用した授業を計画的に

行った

コンピュータ等を活用して、子供同士

が教え合い学び合う学習や課題発見・

解決型の学習指導を行った

資料を使って発表ができるよう指導し

た

40 60 80 100 40 60 80 100

活用にかかわる指導
小学校 中学校

将来就きたい仕事や夢について考えさ

せる指導をした

一斉読書の時間を設けた

授業で扱うノートに、学習の目標（め

あて・ねらい）とまとめを書くように

指導した

学習規律（話をしている人の方を向い

て聞く、聞き手に向かって話をするな

ど）の維持を徹底した

40 60 80 100 40 60 80 100

読書、学び方、生き方等の指導
小学校 中学校

◆◆◆◆

◆新設問◆新設問◆新設問◆新設問



○○○○各学校の取組は、ほとんどの項目で全国や県を上各学校の取組は、ほとんどの項目で全国や県を上各学校の取組は、ほとんどの項目で全国や県を上各学校の取組は、ほとんどの項目で全国や県を上
回っており、市教委が重点としている交流と連携回っており、市教委が重点としている交流と連携回っており、市教委が重点としている交流と連携回っており、市教委が重点としている交流と連携
を通して「複数の目で子どもを育てること」に対を通して「複数の目で子どもを育てること」に対を通して「複数の目で子どもを育てること」に対を通して「複数の目で子どもを育てること」に対
する積極的な取組姿勢が表れている。する積極的な取組姿勢が表れている。する積極的な取組姿勢が表れている。する積極的な取組姿勢が表れている。

○小・中学校の円滑な接続を図るため、９年間を見○小・中学校の円滑な接続を図るため、９年間を見○小・中学校の円滑な接続を図るため、９年間を見○小・中学校の円滑な接続を図るため、９年間を見
通した学習指導の充実について、さらに各中学校通した学習指導の充実について、さらに各中学校通した学習指導の充実について、さらに各中学校通した学習指導の充実について、さらに各中学校
区での連携を充実させていきたい。区での連携を充実させていきたい。区での連携を充実させていきたい。区での連携を充実させていきたい。

○保護者や地域からの信頼と協力があって、児童生○保護者や地域からの信頼と協力があって、児童生○保護者や地域からの信頼と協力があって、児童生○保護者や地域からの信頼と協力があって、児童生
徒の安定した学習環境が構築されていることを再徒の安定した学習環境が構築されていることを再徒の安定した学習環境が構築されていることを再徒の安定した学習環境が構築されていることを再
確認したい。確認したい。確認したい。確認したい。

21212121

※Ｈ２６年度の状況について回答するもの

【（あてはまる＋どちらかといえばあてはまる）の
市・県・全国の比較】学校質問紙調査結果より

Ⅵ 学校質問紙調査の結果
（３）交流と連携（３）交流と連携（３）交流と連携（３）交流と連携

○○○○各学校の取組は、全国や県を上回っており、研修各学校の取組は、全国や県を上回っており、研修各学校の取組は、全国や県を上回っており、研修各学校の取組は、全国や県を上回っており、研修
に関するほとんどの質問項目で、肯定的な回答がに関するほとんどの質問項目で、肯定的な回答がに関するほとんどの質問項目で、肯定的な回答がに関するほとんどの質問項目で、肯定的な回答が
100%100%100%100%である。「言語活動について学校全体で取りである。「言語活動について学校全体で取りである。「言語活動について学校全体で取りである。「言語活動について学校全体で取り
組んだ」という新設問についての肯定的な回答も組んだ」という新設問についての肯定的な回答も組んだ」という新設問についての肯定的な回答も組んだ」という新設問についての肯定的な回答も
全国や本県を上回り、教科の枠を超えた組織的な全国や本県を上回り、教科の枠を超えた組織的な全国や本県を上回り、教科の枠を超えた組織的な全国や本県を上回り、教科の枠を超えた組織的な
研修体制が確立されてきた。研修体制が確立されてきた。研修体制が確立されてきた。研修体制が確立されてきた。

○調査の結果や研修の成果を授業改善に活用しよう○調査の結果や研修の成果を授業改善に活用しよう○調査の結果や研修の成果を授業改善に活用しよう○調査の結果や研修の成果を授業改善に活用しよう
とする前向きな取組が、児童生徒の学力の維持にとする前向きな取組が、児童生徒の学力の維持にとする前向きな取組が、児童生徒の学力の維持にとする前向きな取組が、児童生徒の学力の維持に
つながっていると捉えている。つながっていると捉えている。つながっていると捉えている。つながっていると捉えている。

（４）学校の研修体制（４）学校の研修体制（４）学校の研修体制（４）学校の研修体制
大仙市大仙市大仙市大仙市

秋田県秋田県秋田県秋田県

全　国全　国全　国全　国

【資料２１】

【資料２２】

教科の指導内容や指導方法について近

隣の小・中学校と連携を行った

ＰＴＡや地域の人が学校の諸活動にボ

ランティアとして参加してくれた

昨年度の調査結果等を踏まえた取組を

保護者等に働きかけた

地域の人材を外部講師として招聘した

授業を行った

50 60 70 80 90 100 50 60 70 80 90 100

保護者や地域との連携
小学校 中学校

教職員は、校内外の研修や研究会に参加

し、その成果を教育活動に積極的に反映

させた

学校の教育目標やその達成に向けた方策

について、全教職員の間で共有し、取組

にあてた

模擬授業や事例研究など、実践的な研修

を行った

言語活動について、国語科だけではなく、

各教科の時間及び特別活動を通じて、学

校全体として取り組んだ

学校全体の言語活動の実施状況や課題に

ついて、全教職員の間で話し合ったり、

検討したりした

60 70 80 90 100 60 70 80 90 100

研修体制
小学校 中学校
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